一 九 五 〇 年度 は、 青少年の 犯罪が 一 般の 重大な 関心 

を ひいた。 

青少年の 犯罪 は、 ふっと そんな 気になって、 ついや 

られ てし まう。 それが 習癖に もなる。 そのつ いやる こ 

と は、 きょうの 社会の われ 目が 巨大で あり 非 条理で あ 

るに 応じて、 大きい 規模 を もち、 非 人間性 を 示す。 「希 

代の 少年 空巣。 年に チョロ リ 三百 万円」 (十二月 十三 日、 

東京 新聞)、 「ァゴ で 大人 使う 少年 強盗」 (十二月 十六 日、 

東京 新聞) そして、 日大 ギャング 事件の 山際. 左 文の 

公判 記事 は、 大きく 写真 入りで 扱われて いる。 



信 濃 教育 会 教育 研究所が、 小学生の 行動に ついて 父 

兄が 問題 だと 考える 点 を 調査したら、 「無作法」 各 学年 

を 通じて 七 〇％、 「根気がない」 三年 七 六 ％、 六 年 七三 

%、 「理窟 を こねる が 実行力がない」 各 学年 四 一 一 ％ その 

ほかだった。 青少年の 育って ゆく 精神に よりどころ を 

与える ことが 必要 だと いう こと は 誰の めに も 明らかに 

なって いる。 文相 天 野貞祐 が、 各戸に 日の丸の 旗 を か 

かげ させ、 「君が代 は 千代に 八千代に さ ざれ 石の、 巖と 

なりて 苔の むすまで」 と 子供の 科学で は 解釈の つかな 

い 歌 を 歌わせた として、 ピチ ピチと 生きて はずんで 

刻々 の 現実 をよ いま ま、 わるい ままに 映して いる 子供 



ら ない 義務感し か 与えて いないと すれば、 君が代に 対 

するとし よりの 郷愁 は、 もう 一 度 考え直されなければ 

なる ま い。 

修身 科 をお く かおかない かも 論議 まちまちで、 修身 

が ほしいと 考える 人々 でさえ も、 教育勅語 的 修身 を 拒 

否した の は、 こんにちの 日本と して 当然であった。 子 

供の ために 修身 を、 と 考える 親の 心に は、 きょうの 世 

相 を かえりみて、 子供の 未来、 日本の 将来に、 人間ら 

しい 生活 を うちたてて ゆく 自立した 精神の 源 を 欲する 

願いが 切なので ある。 

北 九州の 小. 中学校の 先生た ち は、 昨年 六月 二十 五 



ら 先生ん ちはいつ も 貧乏なん だね、 という 子供の ひそ 

ひそ 話 を ひき 出し さえして いるので ある。 

十二月 四日から 一 週間、 「人権擁護 週間」 が 行われた。 

読売 新聞が (七日) 社説 「人権擁護の 完全 を 期す るた 

めに」 で 第一、 警察官の 民主化の 実行、 第二、 地方 刑 

罰 条例の 濫発への 警告 —— 売春 等 取締 条例 • 公安 条例 

など 「国会で 決定せ ず、 地方自治体 できめ しかも ムャ 

ミ につく りたがる 傾向」 を 批判して いた。 一九 四 八 年 

に 人権擁護 委員会が 置かれてから 取扱った 件数 八 八 一 

七 件。 そのうち 警察官の 人権蹂躪 事件 五 〇％。 毎日 新 



聞 (八日) の 社説に、 この 五 〇 パ —セントが 「二十 五 

年に は 八 〇％ というお どろく ベ き 数字 をし めして い 

る」 「官憲に よる 恐怖 時代が まだ 存在して いる」 とか か 

れ ている の は 誇張で ない。 最高検で は、 青少年の 反 社 

会 的 行為が、 おとなの えらい 人た ちの 行為に あらわれ 

ている 社会的 良心の 麻痺と 責任感の 欠如 を どう 反映し 

ている か、 について は 考慮 を 払って いないよ うだ。 少 

年 法 を 二十歳まで 適用して は、 罰が 軽くな りすぎ ると 

ばかり 心配して いる。 

しかも 毎日 新聞 (十二月 十五 日) では 「反戦. 反軍 

を あおる 少年の 犯罪が 激増して おり」 それらの 子供た 



ちの 「逮捕 留置」 が、 いまの 少年法で は 困難 だ、 と 論 

じられ ている。 わたしたち 日本の 人民 は 目 を 大きく あ 

いて、 この 一行 をよ むべき である。 東條 内閣のと き、 

反戦. 反軍 を あおる 「犯罪」 という ものが あった。 そ 

の 嫌疑、 その 告発に よって 人々 は 生命 さえ おびやかさ 

れた。 戦争 放棄した 日本に、 いつ、 戦争に 反対す る 行 

為が、 犯罪で あると される ことにな つたの だろう。 軍 

隊 のない はずの 日本に、 いつ 反軍の 犯罪と いう ものが 

成り立つ ようになった のだろう。 反戦. 反軍と いう こ 

とと 「犯罪」 という 観念と を 直結した 用語の 方法のう 

ちに こそ、 一九 五一 年度の、 日本人 民の 人権擁護の 要 



石が むき 出しにされ ている。 幾 百万の 人々 がよ む 新聞 

で 日 ごと 夜ごとに、 「赤」 という 正に 「言葉の 魔術」 (大 

河内 一男、 十二月 十三 日、 東京 新聞) を 行い、 平和の 

ための 行為まで を 犯罪め いた ものと 暗示す る こと 自体、 

権力 は 自身の 修身 を も つ て いないと いう こと を 痛切に 

感じさせる。 

二 九 五一 年 二月〕 
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